
磐梯町農業委員会２月定例会総会会議録

１．開催日時

日時 令和４年２月２１日（月）午前９時００分

場所 磐梯町役場 大会議室

２．委員定数

１７名

３．本日の総会に出席した委員

会 長 １２番 加藤 健一

会長職務代理者 １１番 田中 重博

委 員

２番 鈴木 翼 ４番 前田 諭志 ５番 川井 信之

７番 遠藤 充孝 ８番 上野 庄市 ９番 田中 茂

１０番 佐藤 栄喜

農地利用最適化推進委員

１番 卯月 宏次 ２番 鈴木 一功 ３番 鈴木 照喜

４番 加藤 正己

４．本日の総会に欠席した委員

委 員

１番 金田 未樹 ３番 佐藤 栄祐 ６番 鈴木 勇一

農地利用最適化推進委員

５番 鈴木 庄次

５．本会の総会に提案される議案は次のとおり

議案第４９号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式）

６．農業委員会事務局職員

事務局長 樋口 和博

農地係長 小川 克彦



７．会議録

議長

本日、農業委員９名、農地利用最適化推進委員４名の出席により、磐梯町農業委員会総

会規約第７条に従い本総会が成立されたことを宣言いたします。

議長

日程第１ 会議録署名人を議席順に指名してよいかを諮り異議なし多数により、次の委員

を指名した。

議席 ２番 鈴木 翼 委員

議席 ７番 遠藤 充孝 委員

議長

日程第２ 諸般の報告について事務局に説明を求めます。

事務局

日程第２ 諸般の報告について資料に基づき朗読、経過報告を行った。

事務局

では、私の方から「人・農地など関連施策の見直しに関する研修会」が２月１６日に開

催されましたので、その内容についてご説明申し上げたいと思いますので、タブレットで

資料をご覧下さい。

こちらが農水省が定めましたガイドラインということになります。２ページをご覧いた

だくと、令和３年に「人・農地など関連施策の見直し」公表、「規制改革実施計画」閣議

決定ということで、農業委員会活動・成果目標、転用追認、農地所有適格法人の出資緩和

などガイドラインの発出ということになっております。そして、「人・農地など関連施策

の対応方向」公表ということで取りまとめたものを通常国会へ提出ということになりま

す。次に、閣議決定が３ページでございます。４ページからが最適化活動の目標の設定と

なりまして農業委員会で設定をして下さいということになります。成果目標は①農地の集

積②遊休農地の解消③新規参入の促進ということになります。また、活動目標を委員ごと

にして下さいというこです。①委員の最適化活動を行う日数②活動強化月間の設定③新規

参入相談会への参加という内容になっております。そして、最適化活動の記録及び点検・

評価並びに公表・報告をして下さいということになります。成果目標の設定については５

ページからでございますのでご覧下さい。７ページからが活動目標の設定について書かれ

ています。８ページに農業委員・推進委員の最適化活動の記録及び点検・評価についての

内容が書かれています。１０ページからが、ここまでお話ししました目標設定から公表・

報告までのスケジュールということになります。こちらは令和４年度からの実施というこ

とになりますので、令和３年度中に目標の設定を行って、来年の６月末までに県に報告し

て公表して下さいということになります。



ここまでが大まかな流れということになります。委員の皆さんには、今後は活動の記録

をより細かく定期的に記録していただくことになると思います。１２ページからが見直し

のポイントということになります。要点だけ申しますと、人・農地プランは継続的に取り

組むものとして法定化をするということです。農業委員会は、農地バンクの活用促進をし

て下さいということであります。農地ナビの地図をベースにして戸別訪問などを行って農

地集約した目標地図の素案を作成して下さいとのことです。

２６ページからが農水省経営局長から全国農業会議所会長あての「農業委員会による最

適化活動の推進について」ということでございます。３８ページからが２月２日時点の案

でございますが、これから変更等あると思われますが、発出される予定でございます。次

に４６ページ以降が資料３で人・農地プランのことなど詳細が書かれております。

続いて６２ページ資料４をご覧下さい。「タブレット端末の導入について」ということ

でございます。現在国の方で進めておりますタブレット端末の導入について、町農業委員

会で購入を進めてほしいということであります。これは農業委員の方たちがタブレットを

使用して現地調査をしてほしいということでございます。現在調整中でございます。

次に、資料５「農地情報公開システムについて」でございますが、現在整備中ですが、

地図情報を町で整備して見れるようにして下さいということで、農地台帳を最新のものに

更新して下さいということであります。現在再アップロードの作業を進めているところで

ございまして、今後のスケジュールということになります。

以上が研修会資料の内容ということになりますので、よろしくお願いいたします。

議長

事務局の説明が終わりましたが、何か質問ございませんか。

５番 川井 信之 委員

農地情報公開システムというのは、農業委員だけではなく一般の農業者の人たちもアク

セスして見ることができるシステムなのか。

事務局

はい。インターネットを介して見れるようになりますので、農地を確認できるようにな

ります。

９番 田中 茂 委員

今回の資料もそうだが、タブレットは持って帰れないから紙でほしい。

事務局

この資料は、農業委員会職員に限るということなので、国もまだ公表していません。た

だ、国もこのような流れで進めているということを委員の皆さんにもご理解いただきたい

と思います。新年度からということで時間がない中でのスケジュールになっております。

国もまだ決定していない中で市町村におろしてきています。農業委員の活動の強化など広

範囲にわたる部分がでてきますので、国が町にそこまで押し付けるのかという部分もあり

ますので、県農業会議を通してそういった話をあげる機会があれば挙げていきたいと考え



ています。現段階での情報として皆さんにお諮りできればということでございます。ｅＭ

ＡＦＦや農地ナビについても国が進めるＤＸで拙速に進められております。ｅＭＡＦＦに

ついては、新年度から例えば、経営所得安定対策交付金の申請についてもｅＭＡＦＦを使

用して下さいという動きもあります。農地ナビについても、最新の情報にしようとしてい

るところですが、町の地図データが、基盤整備や国土調査を行っているところはいいので

すが、他の地区で現地と錯誤している部分が非常に多いということで、その元図から直し

ているためエラー修正をしているため時間を要している状況です。

１２番 加藤 健一 会長

昨日の会議の中で、会津若松市の会長からも、今の人数ではできないでしょうという話

もありました。他の農業委員会でもかなり抵抗があるみたいです。これから内容は多少は

変わると思いますが、このように進んでいるということです。

議長

他、何か質問ございませんか。

１０番 佐藤 栄喜 委員

内容は変わるということですが、４月から行うことになるんですよね。事務局の方で何

をやらなくてはいけないのかまとめていただきたい。

議長

他、何か質問ございませんか。

議長

事務局説明に対して質問・意見を図り異議なしの声多数により、承認されました。

議長

日程第３ 議案第４９号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式） 事務局に説

明を求めます。

事務局

日程第３ 議案第４９号 農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画の承認につ

いて（一括方式）、農業経営基盤強化法第１８条第１項の規定により、下記農用地利用集

積計画の決定について意見を求める、令和４年２月２１日提出。

一括方式ということで今回１件ございます。

申請地は、大字〇〇字〇〇１０番地 畑 農振農用地 面積は９６１㎡、内容は新規、

利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は

〇〇の〇〇〇〇氏、両者の間に農地中間管理機構が入ることになりまして、利用目的は

畑、期間につきましては、令和４年２月２２日から令和１４年１２月３１日までの１０年

１１ヶ月、花苗の栽培ということであります。１０アール当り賃借料は３，０００円で

す。以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。



議長

事務局の説明が終わりましたが、これより質疑に入ります。質問等ございませんか。

１１番 田中 重博 委員

今ほど説明あったように花苗ということなんですが、ハウス中で花苗を育成するという

ことことでしょうか。

事務局

耕作者の方は、近隣の土地でハウスで花苗の栽培を行っております。今回はその規模拡

大ということになります。

議長

他に質問・意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

議長

異議なし多数のため、議案第４９号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式）

承認されました。

議長

日程第４ その他 １．令和４年産米の取り組みについて 事務局に説明を求めます。

事務局

では、「令和４年産米の取り組みについて」資料をご覧いただきたいと思います。こち

らにつきましては、２月９日に議会全員協議会で説明した内容になります。令和４年産は

令和４年度の予算にも関わるということもありまして、あらかじめ議会の方に説明して了

承を得た内容となっております。

まず、２ページが「主食用米の生産目安」ということで、令和４年につきましても目安

が設定されまして県全体では２，１００ｈａという膨大な面積の削減でございます。磐梯

町は４００ｈａの米の作付でございますので、大変な面積が割り当てられたということに

なります。磐梯町においても、１８ｈａ減の３１０ｈａという目安になりました。その目

安達成に向けまして、ＪＡはじめとしまして協議を行い、主食用米から飼料用米への作付

転換を更に推進していこうということで決定いただいたところでございます。３ページが

「生産数量目安の推移」でございます。平成３０年産米の政策が転換されて以降の目安の

推移でございます。コロナの影響もありまして生産数量の目安が示されているということ

であります。令和３年につきましては、目安３２０ｈａに対して実績が３２８ｈａという

ことで、昨年産については目安達成がされたということであります。備蓄米は３８ｈａに

対して２７ｈａということで減少しましたが、それを飼料用米を作付けして目安達成がで

きたということです。その他２５ｈａの目安ですが、国では加工用米の目安を示している

ところでありますが、磐梯町においても飼料用米を含めて達成したということでございま



す。令和４年産については、この目安が３１０ｈａということでマイナス１８ｈａ減らす

ということになります。備蓄米では昨年度実績の２７ｈａ、飼料用米では４１ｈａ、その

他で１３ｈａということで示されている訳でございますが、先程も申し上げましたが、生

産方針作成者、ＪＡも含めてその辺の取り組みができないということで、飼料用米の方に

上乗せをしながら達成に向けて推進していこうということで決定いただいたところでござ

います。４ページについては「令和３年の産地交付金の実績」ということでございます

が、令和４年の産地交付金についても国から町の割り当てが昨年の半分となっています。

ということで、令和３年同様にはできないということになっております。町の方では園芸

の部分を減額しようということであったり、エコファーマーの加算をやめること、ソバの

団地化についても産地交付金が出せないのか、飼料用米についても昨年の金額まではでき

ないのかといったところで見ております。併せて、国の方の水田農業改革支援の中におい

ては、園芸やソバ、いわゆる畑地化の部分については今後５年間対象面積にはしないとい

うことを打ち出しております。園芸やソバにおいては産地交付金がなくなってくるという

ことになります。次のページが「近隣市町村の飼料用米の状況」でございます。それぞれ

産地交付金を飼料用米に充てているところがあったり、独自加算で充てたりしている状況

でございますが、磐梯町においては、国の産地交付金においては低めではありますが、町

独自の加算で上乗せをしているという状況がございます。次のページが「令和４年の飼料

用米の推進の方策」ということでありますが、水田活用直接支払交付金が国の標準で反当

り８万円という助成があるようでございます。産地交付金は、飼料用米の複数年契約とい

うことで、昨年が反当り１万２千円であったのが、継続のみが６千円で減額ということに

なり、新規の複数年契約はありませんという国の方針でございます。県の方の大規模加算

については２千５百円は残る形となるようです。その他国県の連携の部分についてはまだ

不透明な部分でございます。そんな中でも町の方では、産地交付金を昨年並みに上げてい

きたい訳でございますが、産地交付金の枠自体が半分になっているということで、４千円

前後くらいで設定できないかということで調整しています。実際に、交付金が減額廃止さ

れてきております。町独自の加算、昨年は３千円でしたが、令和４年産米においては独自

加算を１万円まで増額してできないか議会の方にもお話しして３月定例議会前ではありま

すが、概ね了承いただいたところでございます。ＪＡ独自加算については、昨年２千円が

あった訳でございますが、令和４年は千５百円で継続するということでございます。町独

自加算については、昨年は作付された方全てを対象にしておりましたが、今年は、あくま

でも主食用米の生産数量の目安を達成した方のみに交付するという形にさせていただきま

すので、そこが昨年とは変わりますのでご理解いただきたいと思います。なお、詳細につ

いては今日明日ＪＡ座談会が開催されまして、ＪＡと一緒に説明をしながら、それぞれ生

産者の方に営農計画を作成をお願いするということになりますので、内容ご理解の上推進

の方をよろしくお願いいたします。以上でございます。



議長

事務局の説明が終わりましたが、質問等ございませんか。

承認してもよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

議長

ただいまの説明について、承認されました。

議長

日程第４ その他 ２．今後の日程及び参加者について 事務局に説明を求めます。

事務局

２．今後の日程及び参加者についてですが、・・・・・・・次回定例会については、３

月１８日を予定しておりますので委員の皆様は日程の調整をお願いいたします。

議長

事務局からの説明が終わりましたが、その他事務局、委員の皆様から質問・意見ござい

ませんか。

事務局

私の方から１点です。今月の定例会の招集通知と併せて、令和４年度農作業労賃と賃借

料情報の検討ということで通知差し上げました。その中に令和３年度の近隣町村の比較表

を同封させていただきました。現在、磐梯町農作業受託者会にも検討依頼しております。

これから回答いただいてこれから取りまとめしていきますが、委員の皆さまからこの場で

ご意見頂戴できれば伺いたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

議長

委員の皆様から質問・意見ございませんか。

１０番 佐藤 栄喜 委員

肥料散布についてですが、磐梯町だけ突出して高いと思うんですが、どういう理由でこ

うなっていますか。

事務局

磐梯町では肥料散布は２，２００円になっております。他のところは１，０００円くら

いなので、当時どのような経過で決めたのかわからないんですが、今回見直しを検討して

もいいと思います。

１０番 佐藤 栄喜 委員

他市町村と合わせることも必要かと思います。検討をお願いします。

議長

他質問等ございませんか。

８番 上野 庄市 委員

賃借料なんですが、中山間地区や平坦な地区が平均された金額なのか。



事務局

他町村を見ると、地区ごとに金額が細かく設定されているようです。

８番 上野 庄市 委員

平坦地の方はいいが、他町村はどういう設定で算出しているのか不思議です。中山間地

区ならば条件も悪いので、賃借料が安くなるのが普通なのかと思います。

事務局

あくまでも、農業委員会で決めている単価ではなく、賃借料情報なので、昨年実績の賃

貸借契約の平均額で出しています。町や農業委員会で決めているのではなくて、実績の平

均ですということですので、以前の小作料のような取扱いではなくて、平均額なので極端

に高いところや低いところは除いてその平均額を示しているので、たまたま昨年は高いと

ころがあって上がっているのかもしれないです。この賃借料情報が相対の取引の参考にな

っていると思いますので、平均額は直せないと思いますが、平均額の考え方を注釈を入れ

て、例えば、米の価格の上げ下げに応じて相対の取引も良く見直しして下さいといった文

言を入れながら、賃借料情報を出すといったことで相対でも参考になる情報を入れていっ

た方がいいのかと思います。

８番 上野 庄市 委員

米の価格が安くなっているが、中部は２０％も上がっているのでなぜなのか。

５番 川井 信之 委員

昨年のように米の価格が安くなってしまった場合は、もう一度貸し手の人に話しをする

しかないのではないかと思います。

事務局

田については金額がバラバラですが、畑についてはお任せで定めないという町村も出て

きています。あくまでも情報として平均額ということです。

１１番 田中 重博 委員

比較表は、近隣の会津若松市や喜多方市は合併して平坦部もあれば中山間部もあるので

そのデータはあってもいいのかと思います。磐梯町は３地区に分けているから、これをひ

とつにするというのは変えるのは難しいが、米価との勘案というのは必要なのかと思いま

す。

事務局

来月３月にあらためて協議したいと思いますのでよろしくお願いいたします。

議長

他に、質問・意見ございませんか。

（質疑ありませんので）以上で、本会議を閉会といたします。ありがとうございました。
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